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１ 経営体の概要

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

（一部変更）

会社法の改正にあわせ、有限会社を削

除し、合同会社の区分を追加

１　家族による経営(農家又は林家)ですか。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

101 21

家族による
経営である

家族による
経営でない

２ 経営は会社等の法人化をしていますか。該当す
るものに○を記入してください。

01

11

10

09

08

07

06

05

04
会

社

各
種
団
体

そ の 他 の 法 人

農 事 組 合 法 人

農 協

森 林 組 合

その他の各種団体

株 式 会 社

合 同 会 社

合名・合資会 社

相 互 会 社

法

人

で

あ

る

地方公共団体・財産区

法 人 で な い

102

03

02

注：特例有限会社は株式会社に含まれます。

２　経営の法人化の状況等について記入してください。

会 社 各 種 団 体 そ

の
他

の
法

人

農

事

組
合

法

人

農

協

森

林

組

合

そ
の
他
の
各
種
団
体

株

式

会

社

有

限

会

社

合
名
・
合
資
会
社

相

互

会

社

法 人 化 し て い る 地
方
公
共
団
体
・
財
産
区

法
人
化

し
て
い
な

い

102 05 06 07 08 0903 0401 02 10 11

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

101

家族による経営である

家族による経営でない

１ 家族での農業または林業の経営ですか。該当す
るものに○を記入してください。

2

1
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１ 経営体の概要（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

事業所･企業統 計調査結果（総 務省）

により把握が可能であり、利活用がない

ため削除

　支社・支店の場合は、本社・本店の名称、所在
地、電話番号を記入してください。

本
社
・
本
店

　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　－電話番号

３　本社・支社の別について記入してください。
(該当に○印を記入します)

支社・支店

名 称

所在地

単　独

本社・本店
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２ 農業経営の特徴

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（一部削除）

農業生産関連事業の実施の有無は、今

後、施策の企画立案のため引きつづき把

握し、観光農園、農家民宿、農家レスト

ランの利用者数は、調査対象者の記入負

担を考慮し削除

８ 農業生産関連事業
農業生産に関連した事業を行っていますか。

(該当に○印を記入します)

(該当するものすべてを○
で囲みます)

117

そ

の

他

農

産

物

の

加

工

店
や
消
費
者
に
直
接
販
売

貸
農
園
・
体
験
農
園
等

農

家
レ

ス
ト

ラ

ン

観

光

農

園

農

家

民

宿

１ １ １ １ １ １１

行っていない

行っている

十 人千 百

118

119

120

観 光 農 園

農 家 民 宿

農家レストラン

該当する場合は、過去１年間の利用者数を
記入してください。

148

142

143

144

145

146

147

1

1

1

1

1

1

1

１ 農業生産に関連した事業を行っていますか。
該当するものすべてに○を記入してください。

そ の 他

農 産 物 の 加 工

店や 消費 者に直接 販売

貸 農 園 ・体 験 農 園 等

農 家 レ ス ト ラ ン

観 光 農 園

農 家 民 宿

1141行 っ て い な い

行

っ

て

い

る



- -4

２ 農業経営の特徴（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

1

1

133

134

132

1

1

２ 地域の慣行に比べて環境への負担を軽減した
農産物の栽培（販売目的）を行っていますか。
該当するものすべてに○を記入してください。

化 学 肥 料 の 低 減

農 薬 の 低 減

堆 肥 に よ る 土 作 り

131行 っ て い な い

行
っ
て
い
る

７　環境保全型農業への取組

　　　 地域の慣行（地域で従来から行われている方法）
に比べて化学肥料や農薬の使用量を減らすことや、
堆肥による土作りをして環境への負担を軽減した農
産物の栽培（販売目的）を行っていますか。

低
減
の
取
組
み

化

学

肥

料
の

低
減
の
取
組
み

農

薬

の

土

作

り

堆

肥

に

よ
る

(該当に○印を記入します)

(該当するものすべて
を○で囲みます)

116 １ １１

行っていない

行っている
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２ 農業経営の特徴（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（追加）

地域経済の基盤である農林水産業、中

小企業の連携による雇用の確保、地域社

会の維持・振興に関する施策の推進に資

するため把握

（変更）

預託牧場における受託戸数や頭数、共

同利用採草・放牧場における参加戸数を

把握していたが、調査項目の簡素効率化

のために有無の把握に変更

1

123

124

122

1

1

1

３ 農業経営について、農業以外の業種（農協、
市町村を除きます）から資本金・出資金の提供
を受けていますか。該当するものすべてに○を
記入してください。

建 設 業 ・ 運 輸 業

食料品製造業・飲食サービス業

飲 食 料 品 卸 売 ・小 売 業

125 1そ の 他

121提 供 を 受 け て い な い

提
供
を
受
け
て
い
る

３ 受託した戸数と頭数を記入してください。（預託
牧場である場合のみ記入してください）

４ 参加世帯数を記入してください。（共同利用採
草・放牧場である場合のみ記入してください）

戸 数 戸 頭 数 頭

757

759

758

760

乳用牛

肉用牛

戸 数 戸

761

牧草地経営体である場合のみ記入してください。

４ 牧草を栽培することにより、家畜の預託事業
を営んでいますか。
該当するものに○を記入してください。

５ 共同で牧草を栽培し、共同で採草、放牧に利
用していますか。
該当するものに○を記入してください。

【１】の１で「家族による経営でない」と答えた方のみ
記入してください。

725

し て い る

し て い な い 2

1

724

営 ん で い る

営 ん で い な い 2

1
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２ 農業経営の特徴（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

行政資料において、家族経営協定に関

する実態を把握しているため、調査対象

者の記入負担を考慮し削除

（削除）

母集団情報として利用がなかったこと

から調査対象者への記入負担を考慮し削

除

（削除）

母集団情報として利用がなかったこと

から調査対象者への記入負担を考慮し削

除

１ 農業経営について、家族で経営移譲や労働条件、
収益の分配等について取り決めを行っていますか。

２ 農業経営について複式簿記を記帳していますか。

３ 農業経営について青色申告を行っていますか。

109 21

行っている 行っていない

110 21

記 帳
していない

記 帳
している

111 21

行っていない行っている

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)
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２ 農業経営の特徴（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

平成 17年から集落営農実態調査（毎年
調査）で把握しているため削除

（削除）

平成 17年から集落営農実態調査（毎年
調査）で把握しているため削除

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

(該当に○印を記入します)

４　　協業経営を行っている場合は参加世帯数を記入し
てください。

協業経営でない

協業経営である

112

113うち、農作業（管理作業を含む）
に３０日以上従事した参加世帯数

総参加世帯数

うち農家

参 加 世 帯

戸

５　　農業経営には、集落内に居住している概ね半数以
上の世帯が参加していますか。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

114 21

参 加
して い る

参 加
していない

６　消費者や農産物販売業者等との契約により、農産
物の生産を行っていますか。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

115 21

行っていない行っている
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３ 世 帯

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）
１ 世帯員は何人ですか。

２ 満14歳以下の世帯員（平成２年２月
１日以降に生まれた人）は何人ですか。

男
人

女
人

103

104

１ 世帯員は何人ですか。

103世 帯 員 の 数

男人

104

女人

２ 世帯員のうち、満14歳以下の世帯員（平成７
年２月１日以降に生まれた人）は何人ですか。

10514歳以下の人

男人

106

女人
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）３ 満 15歳以上の世帯員 平成７年１月 3 1日 ３ 満 15歳以上の世帯員 平成２年１月 31日( (

までに生まれた人 について記入してくだ までに生まれた人 について記入してくだ) )

さい。 さい。

④

該 当
番 号

世世
帯帯
主主
とと
のの
続続
柄柄

10

該
当
す
る
番
号
を
記
入
）

（
下
表
の
中
か
ら
選
び　

世帯主
世帯員
１①

② 世帯主との続柄 10

兄 弟 姉 妹

孫
（満15歳以上）

05

07

08

09

11

01

02

03

04

06

10

続柄番号

世 帯 主

世 帯 主 の
配 偶 者

子
（満15歳以上）

子の配 偶者

世 帯 主
の 父 母

世帯主 の配
偶者の父母

祖 父 母

孫の配偶者

そ の 他
(上記以外 )

(          )
世

帯

主

の

父

母

兄

弟

姉

妹

祖

父

母

孫

(

叔
父
母
、
従
兄
弟
、
甥
姪
等)

そ

の

他

世

帯

主

世

帯
主

の
配
偶
者

子

号番柄続のと主帯世

05 07 08 09 1101 02 03

子

の

配

偶

者

04

世
帯
主
の
配
偶
者
の
父
母

06

孫

の

配

偶

者

10
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

1 2

②
（歳） 一つを

必ず○

③

満年齢

平成17
年２月
１日現

在の年

齢

男女別

男 女

男
女

（歳）

④ 男女別

③

1
2

満年齢
(2月1日現在の年齢)
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

⑤

自自
営営
農農
業業
にに
従従
事事
しし
たた
日日
数数

従 事 し な か っ た
１ ～ ２９日

３０ ～ ５９日

６０ ～ ９９日

１００ ～ １４９日

１５０ ～ １９９日

２００ ～ ２４９日

２ ５ ０ 日 以 上

1
2
3
4
5
6
7
8

1 2 3 4 5 6 7 8

一つを必ず○で囲みます

⑤

自営農業に従事した日数

経営している農業への従事日数と
委託を受けて行った農作業の日数
を合わせたもの

250
日

以

上

200
〜

249
日

100
〜

149
日

30
〜

59
日

150
〜

199
日

60
〜

99
日

1
〜

29
日

従
事
し
な
か
っ
た
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

⑥
自 営 農 業

自営農業以外

1

2

従事日数が
多いのはど
ちらですか

該当を○

⑩

1 2

どど
ちち
らら
でで
すす
かか

日日
数数
のの
多多
いい
のの
はは

農農
業業
以以
外外
でで
従従
事事

自自
営営
農農
業業
とと
自自
営営

自
営
農
業

自
営
農
業
以
外
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業センサス 案 2005年農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

⑦

主 に他 に勤 務
主 に自 営 農 業

主に農業以外の自営業

家 事 ・ 育 児

学生 (研修を含む )

仕
事
が
主

過 去
１年間
の生活
の主な
状 態

1
2
3
4
5
6上 記 以 外

一つを必ず○で囲みます

⑪

1 2 3 4 5 6

ふ
だ
ん
何
も
し
な
い

病
気
や
高
齢
の
た
め

１年間の生活の主な状態

仕事が主

主
に
自
営
農
業

主
に
他
に
勤
務

主
に
農
業
以
外
の
自
営
業

家
事
・
育
児

学
生 (

研
修
を
含
む)

そ
の
他 (

)
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

（一部追加）

自営農業以外の仕事に従事した者につ

いては、これまで世帯員毎に把握してい

たが、調査項目の簡素効率化のために世

帯における有無の把握にとどめるため項

目を追加

⑨

⑧
経営の後継者

経 営 主

経 営 主

経営の後継者

農業または林業
の経営主及び
後継者について

1世帯で複数の
経営を行ってい
る場合について

1

2

1

2

４世帯としての所得

110

自 営 農 業

自営農業以外 2

1

(１) 世帯員の中で過去１年間に自営農業以外の
仕事に従事した方がいますか。該当するもの
に○を記入してください。

(２) 世帯としての所得は、自営農業と自営農業以
外の仕事でどちらが主ですか。該当するもの
に○を記入してください。

109

い る

い な い 2

1

４　世帯としての所得は自営農業と自
営農業以外のどちらが主ですか。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

自営
農業

自営農
業以外

106 1 2

該当を○

⑫

1 2

経

営

主

経

営

主

の

後

継

者

該当を○

⑬

経

営

主

経

営

主

の

後

継

者

1 2

複数の経営がある場合、
もう一つの経営について
記入してください

農業経営又は林業
経営の経営主・後
継者につ
いて
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

詳細な結果の施策での利用がないため

簡略化し有無のみを把握

６　世帯から離れて住んでいる農業経営の後継者 (満 15歳 以上 )が
いれば、その人について記入してください。
　(予 定者を含みます )

一つを
必ず○

独自に 農業経

営を行 ってい
ますか

一つを
必ず○

配偶者は
いますか

男女別

一つを
必ず○

満年齢

平成 17
年２月
１日現
在の年
齢　

女男

一つを
必ず○

自 営農業 と自
営 農業以 外で
日 数の多 い方
は

い

な

い

い

る

い

な

い

い

る

自
営
農
業
以
外

自

営

農
業

108 21

21 21 21

自営農業に従事した日数

一つを必ず○で囲みます

250
日

以

上

200

〜

249
日

150

〜

199
日

100

〜

149
日

60

〜

99
日

30

〜

59
日

1

〜

29
日

従
事

し
な

か

っ
た

65 8721 43

自営農業以外への従事日数

一つを必ず○で囲みます

250
日

以

上

200

〜

249
日

150

〜

199
日

100

〜

149
日

60

〜

99
日

30

〜

59
日

1

〜

29
日

従

事

し

な

か
っ

た

65 8721 43

５ 世帯から離れて住んでいる農業経営の後継
者（満15歳以上）がいますか。該当するものに
○を記入してください。　(予定者を含みます)

111

い る

い な い 2

1

注：　「農業経営の後継者」とは、次の代でその家の
農業経営を継ぐ人です。（予定者を含みます）
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

世帯員を名前によって明確に区別する

ことで記入漏れをなくし又、個々の内容

を記入しやすくする役割があったが、個

人情報保護法の施行により、調査客体の

プライバシー意識の高まりから削除

01

02

(世帯主)

①

な ま え

満15歳以上の人（平成２
年１月31日までに生まれた
人）だけ記入します。

調査員が後で確認する場
合にどなたか識別できるの
であれば、ＡＢＣ等の記号
でも差し支えありません。
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３ 世 帯（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

農業経営に関する項目以外の項目につ

いては、調査対象者の負担軽減を図るた

め削除

この項目で把握していた世帯員の林業

労働力は、【11】林業労働力１ で把握

（削除）

平成17年から 実施している集 落営農実

態調査（毎年調査）で把握しているため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

５　お宅では、次のような農業生産組織
に構成員として参加していますか。

(該当するものすべてを○で囲みます)

107 1

機械・施設の
共同利用組織

委託を受けて
農作業を行う
組織

1

協業経営体

オペレータ
ーとして従
事した場合
は○印

11

⑨

該当
を○該当を○

⑧

一つを必ず○で囲みます

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 1

以外の仕事状況

うち自営林業に従事した日数

250

日

以

上

200

〜

249
日

100

〜

149
日

30

〜

59
日

150

〜

199
日

60

〜

99
日

1

〜

29
日

従
事
し
な
か
っ
た

売売
りり
上上
げげ
のの
ああ
るる
もも
のの)

にに
従従
事事
しし
たた
人人

農農
業業
以以
外外
のの
自自
営営
業業(

年年
間間
15
万万
円円
以以
上上
のの

30日以上よそに雇
われて働いた人
（農作業を含む）

最も日数の
多いのは

き
ま
っ
た
勤
め
先

出
稼
ぎ

日
雇
・
臨
時
雇

⑦

1 2 3 4 5 6 7 8

⑥

一つを必ず○で囲みます

自営農業

自営農業以外の仕事に
従 事 し た 日 数

250
日

以

上

200

〜

249
日

100

〜

149
日

30

〜

59
日

150

〜

199
日

60

〜

99
日

1

〜

29
日

従
事
し
な
か
っ
た
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４ 農業労働力

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

（変更）

手間替え・ゆいは、臨時的な労働量把

握の観点から臨時雇いした人に含めて把

握

４手間替え・ゆい(労働交換)・手伝い(世帯から離れ住
んでいる子供等の手伝いも含みます)の人について
男女別に実人数と従事した日数の合計を記入してく
ださい。

(家族による経営の場合のみ記入してください)

日人実人数 従事日数の合計

332

333

男

女

３ 日雇・季節雇など、農業経営のために臨時雇いした人
について男女別に実人数と従事した日数の合計を記入
してください。

日人実人数 従事日数の合計

322

323

男

女

２ 農業経営のために常雇いした人(農業経営のために
あらかじめ年間７か月以上の契約で雇った人)につい
て男女別に実人数と従事した日数の合計を記入して
ください。

日人実人数 従事日数の合計

312

313

男

女

（法人等の組織経営体で農業以外の部門に常雇いして
いる人が農業に従事した場合は、ここに含めないで臨
時雇いとします）

１ 過去1年間に農業経営のために常雇いした人(あ
らかじめ年間７か月以上の契約で雇った人)につい
て、実人数と従事した日数の合計を記入してくださ
い。

男

女

324323

実人数 人 日従事日数の合計

326325

２ 過去1年間に日雇・季節雇などで、農業経営の
ために臨時雇いした人（手伝い等を含みます）に
ついて、実人数と従事した日数の合計を記入して
ください。

男

女

334333

実人数 人 日従事日数の合計

336335

注：　農業研修生、手間替え、ゆい(労働交換）のほか、世
帯から離れて住んでいる子ども等の手伝いを含みます。
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４ 農業労働力（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

306

303

３ 世帯員又は経営の責任者・役員・構成員のうち
過去１年間に農業経営に従事した人について、従
事日数別に実人数を記入してください。

計

１００～１４９日

１５０～１９９日

１～ ２９日

３０～ ５９日

６０～ ９９日

２００～２４９日

２５０日以上

304

305

308307

310309

312311

314313

316315

女 人男 人

会社等の法人の方や一世帯で複数の経営
を行っている方のみ記入してください。

注：　「経営の責任者」とは、農業経営を統括している
方をいいます。

　　　　「役員」とは、会社、農事組合法人等の役員をい
います。

　　　　「構成員」とは、集落営農等の構成員をいいます。

男 人 女 人

１ 世帯員又は経営の責任者・役員・構成員のうち農業
経営に従事した人について男女別日数別に実人数
を記入してください。

(一世帯一経営の場合は記入する必要はありません)

305

306

302

303

304

307

308

計

１００～１４９日

１５０～１９９日

１～ ２９日

３０～ ５９日

６０～ ９９日

２００～２４９日

２５０日以上
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５ 土 地

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、北海道）

（変更なし）

（沖縄）

（一部削除）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

１ 田

ha
(町) (反)

a
(畝)

202

203

204

205

206

所有している田は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

うち、他に貸している田は
(経営を委託している田を含みます)

うち、耕作を放棄した田は
(過去1年間以上作付けせず、今後も作付けする考えのない田)

他から借り入れている田は
(経営を受託している田を含みます)

軍用地内の黙認耕作地

①
田の経営耕地
(202 - 203 - 204 + 205 + 206)

１ 田

202

203

204

205

①

所有している田は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

うち、他に貸している田は
(経営を委託している田を含みます)

うち、耕作を放棄した田は
(過去1年間以上作付けせず、今後も作付けする考えのない田)

他から借り入れている田は
(経営を受託している田を含みます)
田の経営耕地
(202 - 203 - 204 + 205)

ha
(町 ) (反)

a
(畝 )

１ 田について面積を記入してください。

202

203

204

205

①

所有している田

うち、他に貸している田

うち、耕作を放棄した田

他から借り入れている田

田の経営耕地
(202 - 203 - 204 + 205)

(ha)
(町)(反)

a
(畝)
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（一部削除）

稲以外の作物だけを作った田の作物別

面積については、別途作付面積調査にお

いて把握しているため、調査対象者の記

入負担を考慮し削除

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

田の経営耕地に、過去1年間にどのような作付
けをしましたか。該当する項目に面積を記入して
ください。

(208,210,211の計は、田の経営耕地①と一致します)

208

209

210

211

稲を作った田

うち、裏作物を作った田

稲以外の作物だけを作った田

何も作らなかった田（休耕田）

　田の経営耕地に、過去1年間どのような作付けをしま
したか。

作物別面積(作付けのべ面積)を記入してく
ださい。

(208,210,211の計は、田の経営耕地①と一致します)

ha
( 町) ( 反)

a
( 畝)

208

209

210

211

稲を作った田
(青刈り稲は除きます)
　うち、裏作物を作った田
　（二毛作した田）
稲以外の作物だけを作った田
（青刈り稲を含みます）
何も作らなかった田(休耕田)
（耕作放棄した田は除きます）

ha
( 町) ( 反)

a
( 畝)

212

213

214

215

216

217

麦

大 豆

雑 穀

飼 料 用 作物

工 芸 農 作物

そ の 他
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、北海道）

（変更なし）

（沖縄）

（一部削除）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

213

２ 樹園地（普通畑や牧草地を除きます）について
面積を記入してください。

212

214

215

②

所有している樹園地

うち、他に貸している樹園地

うち、耕作を放棄した樹園地

他から借り入れている樹園地

樹園地の経営耕地
(212 - 213 - 214 + 215)

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

２　樹園地（普通畑や牧草地を除きます）

ha
(町) (反 )

a
(畝)

218

219

220

221

②

所有している樹園地は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

　うち、他に貸している樹園地は
(経営を委託している樹園地を含みます)

うち、耕作を放棄した樹園地は
　(過去1年間以上栽培せず、今後も栽培する考えのない樹園地)

他から借り入れている樹園地は
　(経営を受託している樹園地を含みます)

樹園地の経営耕地
( 218 -  219 -  220 + 221)

２ 樹園地（普通畑や牧草地を除きます）

ha
(町) (反)

a
(畝)

218

219

220

221

222

所有している樹園地は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

うち、他に貸している樹園地は
(経営を委託している樹園地を含みます)

うち、耕作を放棄した樹園地は
(過去1年間以上栽培せず、今後も栽培する考えのない樹園地)

他から借り入れている樹園地は
(経営を受託している樹園地を含みます)

軍用地内の黙認耕作地

②
樹園地の経営耕地
( 218 - 219 - 220 + 221 + 222)
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、北海道）

（変更なし）

(224～227の計は、畑の経営耕地③と一致します)

３ 畑（牧草専用地を含み、樹園地は除きます）に
ついて面積を記入してください。

218

219

220

221

③

所有している畑

うち、他に貸している畑

うち、耕作を放棄した畑

他から借り入れている畑

畑の経営耕地
(218 - 219 - 220 + 221)

224

225

226

227

普通作物を作った畑

飼料用作物だけを作った畑

牧草専用地

何も作らなかった畑

畑の経営耕地に、過去1年間にどのような作付
けをしましたか。該当する項目に面積を記入して
ください。

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

　畑の経営耕地に、過去1年間どのような作付けをしま
したか。 ha

(町) (反)
a
(畝)

(230～233の計は、畑の経営耕地③と一致します)

３　畑（牧草専用地を含み、樹園地は除きます）

ha
(町) (反)

a
(畝)

224

225

226

227

③

所有している畑は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

　うち、他に貸している畑は
　(経営を委託している畑を含みます)
うち、耕作を放棄した畑は
(過去1年間以上作付けせず、今後も作付けする考えのない畑)

他から借り入れている畑は
　(経営を受託している畑を含みます)
畑の経営耕地
(224 -  225 -  226 + 227)

230

231

232

233

普通作物を作った畑
(飼料用作物だけを作った畑及び牧草専用地を除きます)

飼料用作物だけを作った畑
(牧草を含みます）
牧草専用地
(造成改良草地を含みます)
何も作らなかった畑
(耕作放棄した畑は除きます)
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（一部削除）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

(230～233の計は、畑の経営耕地③と一致します)

畑の経営耕地に、過去1年間どのような作付けをしま
したか。 ha

(町) (反)
a
(畝)

230

231

232

233

飼料用作物だけを作った畑
(牧草を含みます）
牧草専用地
(造成改良草地を含みます)
何も作らなかった畑
(耕作放棄した畑は除きます)

３ 畑（牧草専用地を含み、樹園地は除きます）

ha
(町) (反)

a
(畝)

224

225

226

227

228

所有している畑は
(原野化しているもの等、現況が農地でないものを除きます)

うち、他に貸している畑は
(経営を委託している畑を含みます)

うち、耕作を放棄した畑は
(過去1年間以上作付けせず、今後も作付けする考えのない畑)

他から借り入れている畑は
(経営を受託している畑を含みます)

軍用地内の黙認耕作地

③
畑の経営耕地
( 224 - 225 - 226 + 227 + 228)

普通作物を作った畑
(飼料用作物だけを作った畑及び牧草専用地を除きます)
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（一部削除）

保有山林のうち、他人に管理をまかせ

ているもの及び保有山林の所在地の面積

割合については、森林組合一斉調査（林

野庁）で不在村私有林所有者を把握して

いるため調査対象者の記入負担を考慮し

削除

１ 所有山林面積・保有山林面積を記入してください。

２ 保有山林の所在地についてその面積割合を記入して
ください。

居住・
所在す
る県外

居住・所在する県内の

市区町
村外

市区町
村内

割割 割

906

保有山林(902 - 903 + 904)

902

903

904

905

所有している山林は

うち、他に貸している山林は
(自分の土地を他人に分収させている山林を含めます)

他から借り入れている山林は
(他人の土地に分収している山林を含めます)

うち、他人に管理をまかせているもの

ha
(町) (反)

a
(畝)

４ 山林について面積を記入してください。

(ha)
(町)(反)

a
( 畝)

保有山林(902 - 903 + 904)

902

903

904

所有している山林

うち、他に貸している山林

他から借り入れている山林

注：　　「他に貸している山林」には、自分の土地を他人に分収
させている山林を含めます。

　　　　「他から借り入れている山林」には、他人の土地に分収
している山林を含めます。
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、沖縄）

（変更なし）

（変更）（北海道）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

（変更なし）

234耕地以外で利用した土地面積

５ 山林、原野等の耕地以外の土地で過去１年間
に採草地や放牧地として利用した土地面積を記
入してください。

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

５ 耕地以外で採草地や放牧地に利用した土地

ha
(町) (反)

a
(畝)

235肥培管理をしていない牧草地

236採草地や放牧地

山林、原野等で過去１年間に採草地や放牧地として
利用した土地面積を記入してください。

(a) ㎡

６ 施設園芸

251ハウス･ガラス室の面積

過去１年間に施設園芸に利用したハウス・ガラス室
の面積を記入してください。

ha
( 町) ( 反)

a
( 畝)

234山林、原野等で過去１年間に利用した土地面積

５　耕地以外で採草地や放牧地に利用した土地

　山林、原野等で過去１年間に採草地や放牧地とし
て利用した土地面積を記入してください。

(ａ) ㎡

６ 過去１年間に施設園芸に利用したハウス・ガラス
室の面積を記入してください。

251ハウス･ガラス室の面積

注：　ハウス・ガラス室とは、その中で普通の姿勢で作業
できるものをいいます。
水稲の育苗だけ、きのこの栽培だけに利用したもの
は除きます。
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５ 土 地 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

経営耕地面積の確認（チェック）に用

いる項目として設定していたが、調査対

象者の負担軽減の観点から削除

（削除）

林野庁の行政資料により把握されてい

ることから調査対象者の記入負担を考慮

し削除

４　総経営耕地面積

ha
(町) (反)

a
(畝)

田 ① ＋ 樹 園 地 ② ＋ 畑 ③

３　保有山林のうちの人工林について、その面積を記入して
ください。

ha
(町) (反)

a
(畝)

人 工 林 計( 908＋909＋910＋911)

911

908

909

910

４１年生  以上

１０年生以 下
(人工林の伐採跡地を含めます)

１１～３０ 年生

３１～４０ 年生
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６ 農業用機械

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（一部削除）

生産動態統計調査（経済産業省）や業

界団体の生産出荷台数により把握可能で

あり、農業用機械の太宗を占める水稲作

に利用する機械のうち、必要最小限の調

査項目に重点化して把握

過去１年間に利用した機械(リース・共同利用を含み
ます)及び現在所有している機械(数戸で共有している
機械をお宅で保管している場合を含みます)について、
その実台数を記入してください。

台 台利用 所有

271

272

273

277

278

279

280

281

ト

ラ

ク

タ

ー

乗

用

型

動 力 防 除 機

乗用型スピードスプレイヤー

動 力 田 植 機

自 脱 型 コ ン バ イ ン

普 通 型 コ ン バ イ ン

１５馬力未満

１５ ～ ３０

３０馬力以上

現在所有している機械 (数戸で共有している機械
を保管している場合を含みます)について、その台数
を記入してください。

271

272

273

動 力 田 植 機

所有台

ト ラ ク タ ー

コ ン バ イ ン

注：　複数戸で共同で所有している場合は、保管している
方が代表で記入してください。
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６ 農業用機械（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（北海道）

（一部削除）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

過去１年間に利用した機械(リース・共同利用を含み
ます)及び現在所有している機械(数戸で共有している
機械をお宅で保管している場合を含みます)について、
その実台数を記入してください。

台 台利用 所有

271

272

274

275

276

277

278

279

ト

ラ

ク

タ

ー

乗

用

型

５０ ～１００

１００馬力以上

動 力 防 除 機

乗用型スピードスプレイヤー

動 力 田 植 機

１ ５ 馬力 未 満

１５ ～ ３０

３０ ～ ５０

280

281

282

283

284

自 脱 型 コ ン バ イ ン

普 通 型 コ ン バ イ ン

フォレージハーベスター

ヘ イ ベ ー ラ ー

ビートハーベスター

285

289

ポテ トハーベスター

ミル キングパーラー

290搾 乳 ロ ボ ッ ト
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６ 農業用機械（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（一部削除）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一
台 台利用 所有

271

272

273

277

278

286

287

288

ト

ラ

ク

タ

ー

乗

用

型

動 力 防 除 機

乗用型スピードスプレイヤー

さ と う き び 刈 取 機
（ 全 茎 刈 倒 機 ）

さ と う き び 収 穫 機
（ さ い 断 式 刈 取 機 ）

さとうきび動力脱葉機

１ ５ 馬 力未満

１５ ～ ３０

３０馬力以上

過去１年間に利用した機械(リース・共同利用を含み
ます)及び現在所有している機械(数戸で共有している
機械をお宅で保管している場合を含みます)について、
その実台数を記入してください。
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７ 農産物の生産

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

そばについては、これまで北海道のみ

で把握していたが、全国的な利用がある

ことから新たに設定

１ 販売目的で作付けた作物

過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付け
（栽培）のべ面積を記入してください。（けい畔は含め
ません）

（その他の雑穀は、そば、ひえ、とうもろこしの合計を
記入してください。未成熟とうもろこし(スイートコーンな
ど)は除きます）

ha
( 町) ( 反)

a
( 畝)

408

401

402

403

406

稲

・

麦

・

雑

穀 そ の 他 の 雑 穀

水 稲

陸 稲

小 麦

大 麦 ・ 裸 麦
(ビール麦を含む)

407

408

402

403

405

406

稲

・
麦

・
雑

穀 そ の 他 の 雑 穀

水 稲

陸 稲

小 麦

大 麦 ・ 裸 麦

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）

そ ば

(ha)
(町)(反)

a
(畝)
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

１ 販売目的で作付けた作物

過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付け
（栽培）のべ面積を記入してください。（けい畔は含め
ません）

（その他の雑穀は、えん麦(子実)、ライ麦、ひえ、とうも
ろこしの合計を記入してください。未成熟とうもろこし
(スイートコーンなど)は除きます）

ha
( 町) (反 )

a
(畝)

407

401

404

405

406

稲

・

麦

・

雑

穀

そ ば

水 稲

春 小 麦

秋 小 麦

大 麦 ・ 裸 麦
( ビール麦を含む)

408そ の 他 の 雑 穀

小

麦

１ 販売目的で作付けた作物

過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付け
（栽培）のべ面積を記入してください。（けい畔は含め
ません）

（その他の雑穀は、とうもろこし、きびなどの合計を記
入してください。未成熟とうもろこし(スイートコーンな
ど)は除きます）

ha
(町) (反 )

a
(畝)

401

403

408

稲
・
麦
・
雑
穀

水 稲

小 麦

そ の 他 の 雑 穀
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、沖縄）

（変更）

原料用ばれいしょ、食用ばれいしょに

ついては、北海道に限定した項目であっ

たが、全国的に利用が見込まれるととも

に、把握結果を基に別途統計調査母集団

情報（作物統計調査、農業経営統計調査）と

しても必要であり新たに設定

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

409

412

い
も
類

ば れ い し ょ

か ん し ょ
( さ つま い も )

ha
(町) (反)

a
(畝)

410

411

い
も
類

原料用ばれいしょ
( で ん ぷ ん 用 )

食 用 ば れ い し ょ
(加工用を含みます)

ha
(町) (反)

a
(畝)

410い

も

類 か ん し ょ

411

412

原料用ばれいしょ

食用ばれいしょ

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

あずきは、北海道に限定した項目であ

ったが全国的に利用があり、把握結果を

基に別途統計調査母集団情報（作物統計

調査及び農業経営統計調査）として必要

であり新たに設定

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

ha
(町) (反)

a
(畝)

416実 と り 用 豆 類

（その他の豆類は、そらまめ、ささげ、緑豆などの合計
を記入してください）

ha
(町) (反)

a
(畝)

413

415

豆

類

414

大 豆
( 実 と りの み )

い ん げ ん 豆
( 実と りの み )

小 豆

418そ の 他 の 豆 類

（その他の豆類は、あずき、らっかせい、そらまめ、い
んげん、ささげなどの合計を記入してください）

ha
(町) (反)

a
(畝)

413

418

豆

類

417

大 豆
( 実 と り の み )

そ の 他 の 豆 類

( 　 　 　 　 )
414

416

豆

類

415

大 豆

その 他 の 豆 類

あ ず き

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

調査対象者の負担軽減等から、工芸農

作物の合計面積のみの把握に変更

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

417工 芸 農 作 物

注：「工芸農作物」とは、さとうきび、たばこ、茶、てんさ
い、こんにゃくいも、なたね、いぐさ、ホップ、ごま、は
っか、じょちゅうぎく、ラベンダー、薬用作物などの作
物をいいます。

ha
(町) (反)

a
(畝)

（その他の工芸農作物は、なたね、いぐさ、こんにゃく
いも、ホップ、ごまなどの合計を記入してください）

426

427

工

芸

農

作

物 432

431

た ば こ

茶 ( 栽培面積)

その他の工芸農作物

( 　 　 　 　 )

ha
(町) (反)

a
(畝)

（その他の工芸農作物は、なたね、じょちゅうぎく、ラベ
ンダー、ホップ、ごまなどの合計を記入してください）

428

429

工
芸
農
作
物 432

は っ か

て ん さ い

その他の工芸農作物

さ と う き び

た ば こ
その他の工芸農作物

てんさい（ビート）418

419

421

420

1

1 1

1茶
こん に ゃくい も 422

423 1
1

（１）工芸農作物

３ 販売目的で作付け（栽培）したすべての品目に
○を記入してください。

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）
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ha
(町) (反)

a
(畝)

（その他の工芸農作物は、いぐさ、ごまなどの合計を
記入してください）

419

420

工

芸

農

作

物

422

421

423

425

424

426

430

427

た ば こ

薬 用 作 物

茶 ( 栽 培面積 )

さ
と
う
き
び(

15
／

16)

年
期
収
穫
の
も
の
の
み

夏 植
( 14年夏に植えたもの)

春 植
( 15年春に植えたもの)

株

出

２ 回 目

初 め て

３ 回 目

６回目以上

４・５回目

432その他の工芸農作物

７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

調査対象者の負担軽減等から、野菜類

の合計面積のみを把握し、作物統計調査

を実施するための母集団情報として作付

けた品目を○を付ける方法に変更

なお、都道府県において作付け面積が

必要な品目については【10】都 道府県設

定項目に品目を 設定し把握

(ha)
(町)

a
(畝)露地 (ａ) ㎡施設

432431野 菜 類

(反)

（その他の野菜は、未成熟とうもろこし(スイートコーンなど)、 えだまめ、れんこん、たけのこ、わさび
などの合計を記入してください）

露地 ha
(町) (反)

a
(畝)

施設
(a) ㎡

481 482

457

461

463

465

467

471

473

475

479

477

485

433

435

437

439

455

486

434

436

438

440

456

458

462

464

466

468

472

474

476

480

478

野

菜

類

483 484

メ ロ ン

結球はくさい

レ タ ス

ほうれんそう

ね ぎ

た ま ね ぎ

だ い こ ん

に ん じ ん

さ と い も

す い か

い ち ご

その他の野菜

ト マ ト

な す

ピ ー マ ン

き ゅ う り

キ ャ ベ ツ

( 　　　　　)

1

（２）野菜類

み つ ば

や ま の い も

れ ん こ ん

468

469

471

472

1

1

1

1

ち ん げ ん さい

そ ら ま め

み ず な

ご ぼ う

こ ま つ な

さや い ん げ ん

さや え ん ど う

し ゅ ん ぎ く

し ょ う が

スイートコーン

セ ル リ ー

に ら

に ん に く

ふ き

ブ ロ ッコリ ー

カ リフラ ワ ー

448

438

439

440

441

442

443

444

445

447

446

433

434

435

436

437

464

465

466

467

453

454

455

す い か

は く さ い

レ タ ス

ほ うれ ん そ う

ね ぎ

た ま ね ぎ

だ い こ ん

に ん じ ん

さ と い も

い ち ご

メ ロ ン

ト マ ト

な す

ピ ー マ ン

き ゅ う り

キ ャ ベ ツ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

456 1

1

457 1

1

458 1

1

459 1

1

460 1

1

461 1

1

462 1

1

463 1

1

1

ア ス パ ラガ ス

え だ ま め

か ぶ

か ぼ ち ゃ

449

450

451

452

1

1

1

1 473その 他 の 野菜

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）

３ 販売目的で作付け（栽培）したすべての品目に
○を記入してください。
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

）（北海道

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

473 474

（その他の野菜は、食用ゆり、えだまめ、さやいんげん、さやえん
どうなどの合計を記入してください）

449

455

457

461

463

465

467

469

471

477

481

433

435

437

439

441

482

434

436

438

440

442

450

456

458

462

464

466

468

470

472

478

野

菜

類

露地 ha
(町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

479 480

に ん じ ん

未成熟とうもろこし
( スイートコーンなど)

キ ャ ベ ツ

結球はくさい

レ タ ス

ほうれんそう

ね ぎ

た ま ねぎ

アスパラガス

だ い こん

い ち ご

メ ロ ン

ト マ ト

な す

ピ ー マン

き ゅ うり

か ぼ ちゃ

す い か

485 486その他の野菜
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

471 472

（その他の野菜は、メロン、未成熟とうもろこし(スイートコーンな
ど)、えだまめ、れんこん、たけのこ、わさびなどの合計を記入して
ください）

445

447

451

455

461

463

459

453

473

485

433

437

439

441

443

486

434

438

440

442

444

446

448

452

454

456

460

462

464

474

野

菜

類

露地 ha
(町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

479 480

だ い こ ん

と う が ん

へ ち ま

オ ク ラ

キ ャ ベツ

レ タ ス

ほうれんそう

ちんげんさい

さやいんげん

にんじん

その他の野菜

ト マ ト

きゅ うり

かぼちゃ

ピー マン

にがうり(ゴーヤー)

す い か
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

調査対象者の負担軽減等から、花き類、

花木、その他の作物ごとの露地と施設毎

の合計面積のみを把握し、作物統計調査

を実施するための母集団情報として作付

け（栽培）した品目を○を付ける方法に

変更

なお都道府県において作付け面積が必

要な品目については【10】都道 府県設定

項目に品目を設 定し把握

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

482481花 き 類

488487花 木

（その他の花き類には、花き類の苗を含み、花木には、花木の苗、
苗木を含みます）

花

き

類

・

花

木

露地 ha
(町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

512

502

504

506

510

501

503

505

509

511

514513

き く

カーネーション

ば ら

( )

その他の花き類

花 木

（その他の花き類には、花き類の苗を含み、花木には、花木の苗、
苗木を含みます）

花
き
類
・
花
木

露地 ha
( 町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

512

502

504

506

501

503

505

511

514513

き く

カーネーション

ば ら

その他の花き類

花 木

切 り 花 類
球 根 類

483

484

（３）花き類

花 壇 用 苗 もの 類

鉢 も の 類 485

486 1
11

1

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）

３ 販売目的で作付け（栽培）したすべての品目に
○を記入してください。
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

（変更）

種苗・苗木類は、調査対象者の負担軽

減等から、その他の作物に統合
515種苗・苗木類 516

（その他の作物は、飼料用作物、肥料用れんげ、青刈り作物、芝な
ど、どの作物欄にも該当しなかった作物の合計を記入してください）

517その他の作物 518

（種苗・苗木類は、野菜、果樹、造林用芝などの種苗及び苗木
の合計を記入してください、花き類・花木の苗、苗木は除きます）

施設 ( a) ㎡露地
ha
(町)( 反)

a
(畝)

露地 ha
(町)( 反)

a
(畝) 施設 ( a) ㎡

注：「その他の作物」とは、販売目的で栽培した、野菜、
果樹、造林用などの種苗及び苗木類や芝、飼料用
作物、青刈り作物など、上記の設問の稲・麦・雑穀、
いも類、豆類、工芸農作物、野菜類、花き類、花木
のいずれの作物にも該当しない作物をいいます。

490489その他の作物

（その他の花き類には、花き類の苗を含み、花木には、花木の苗、
苗木を含みます）

花
き
類
・
花
木

露地 ha
(町) (反)

a
(畝) 施設 (a) ㎡

514

502

506

508

512

501

505

507

511

513

き く

洋 ラ ン 類

ば ら

その他の花き類

花 木

１ 過去１年間に販売目的で作付けた作物の作付
け（栽培）のべ面積を記入してください。
（けい畔は含めません）
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更）

調査対象者の負担軽減等から、果樹類

の合計面積のみを把握し、作物統計調査

を実施するための母集団情報として栽培

した品目を○を付ける方法に変更

なお、都道府県において栽培面積が必

要な品目については【10】都道 府県設定

項目に品目を設 定し把握

２販売目的で栽培した果樹

販売目的で栽培している果樹の栽培面積を記入し
てください。

(その他の果樹は、さくらんぼ、すもも、いちじく、キウイフルー
ツなどの合計を記入してください)

施設 ( a) ㎡露地 ha
( 町)(反)

a
(畝)

531

537

539

541

543

551

521

523

525

527

529

522

524

526

528

530

532

538

540

542

544

552

549 550

なつみかん

その他のかんきつ類

か き

く り

う め

その他の果樹

り ん ご

ぶ ど う

日 本 な し

も も

温州みかん

( )

び わ

1

1

530

り ん ご

ぶ ど う

お う と う

西 洋 な し

523

524

526

525

1

1

1

1

日 本 な し

も も

527

528 1

1

温 州 み か ん

529

538

1

か き

531

532

1

1その他のかんきつ類

く り

う め

533

534

1

1

キウイフルー ツ

パ インアップル

536

537 1

1

そ の 他 の 果 樹

535す も も

1

（４）果樹類

３ 販売目的で作付け（栽培）したすべての品目に
○を記入してください。

果 樹 類 522521

(反)
a
(畝)露地 (ａ) ㎡施設

２ 販売目的で栽培している果樹の栽培面積(未成
園を含みます）の合計を記入してください。

(ha)
(町)
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

２販売目的で栽培した果樹
販売目的で栽培している果樹の栽培面積を記入し
てください。

(その他の果樹は、さくらんぼ、ももなどの合計を記入してくだ
さい)

施設 (a) ㎡露地 ha
(町) (反)

a
( 畝)

521

523

525

522

524

526

551 552

り ん ご

ぶ ど う

日 本 な し

その他の果樹

(その他の果樹は、いちじく、キウイフルーツなどの合計を記入
してください)

施設 (a) ㎡露地 ha
(町) (反)

a
(畝)

547

551

529

533

535

537

545

530

534

536

538

546

548

552

マ ン ゴ ー

その他の果樹

温州みかん

た ん か ん

シィクワシャー

その他のかんきつ類

パインアップル

２販売目的で栽培した果樹

販売目的で栽培している果樹の栽培面積を記入し
てください。
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、沖縄）

（変更なし）

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

頭

４ 販売目的で飼っている家畜等

（１）販売目的で飼っている乳用牛（搾乳目的で
飼っている牛）の頭数を記入してください。

572２歳 (24 か月齢 )以上

573２歳 (24 か月齢 )未満

４　販売目的で飼っている家畜等

　　販売目的で飼っている家畜の頭羽数を記入してください。

（１）乳用牛（搾乳目的で飼っている牛）
頭

572

573

２歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 以 上

２歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 未 満

４ 販売目的で飼っている家畜等

販売目的で飼っている家畜の頭羽数を記入してください。

（１）乳用牛（搾乳目的で飼っている牛）
頭

572

573

２ 歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 以 上

２ 歳 ( 2 4 か 月 齢 ) 未 満

574
乳 用 牛 ( 5 7 2 + 5 7 3 )
の う ち 経 産 牛
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

（変更なし）

頭

581

（２）販売目的で飼っている肉用牛の頭数を記入
してください。

575

576

577

578

579

580

和 牛 と
乳 用 種 の
交 雑 種

肉用として
飼っている
乳 用 種

子取り用めす牛

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛等

和牛などの
肉 用 種

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛

肥 育 中 の 牛

売る予定の子牛

頭

（２）肉用牛

576

577

578

579

580

581

582

計 (576～582までの計)

和牛な
どの肉
用 種

和牛と
乳用種
の交雑
種

肉用と
して飼
ってい
る乳用
種

子 取 り 用 め す 牛
（子取り用にする予定の子牛を含みます）

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛 等

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛

肥 育 中 の 牛
（ 肥 育す る 予 定 の 子 牛 を 含 み ま す ）

売 る 予 定 の 子 牛

頭

（３）豚

584

585

子 取 り 用 め す 豚
（ ６ か 月 齢 以 上 ）

肥 育 中 の 豚
（肥育する予定の子豚、種豚を含みます）

頭

（３）販売目的で飼っている豚の頭数を記入して
ください。

583子 取 り 用 め す 豚

584肥 育 中 の 豚
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

把握結果を基に別途統計調査母集団情

報（農業経営統計調査）として必要であ

り継続

また、種鶏の廃止に伴い、種鶏の羽数

を合せて把握

（変更なし）
（５）過去１年間に出荷したブロイラーの羽数を
記入してください。 (十) 羽(万) (千) (百)

586ブ ロ イ ラ ー

十 羽万 千 百

（６）ブロイラー

592過去1年間に出荷した羽数

十 羽万 千 百

（４）採卵鶏
　　卵の販売目的で飼っている採卵鶏（ひなどりを含
む）を記入してください。

590飼 っ て い る 羽 数

(十) 羽(万) (千) (百)

585採 卵 鶏

（４）卵の販売目的で飼っている採卵鶏（ひなどり
を含みます）の羽数を記入してください。

十 羽万 千 百

（５）種鶏
　　採卵用及びブロイラー用のひなの生産を目的とする
種卵採取を行うための鶏(おすを含む)を記入してくだ
さい。

591
飼 っ て い る 羽 数
( ６ か 月 齢以 上 )
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７ 農産物の生産（つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

なお、【７】１～４以外（栽培きのこ

の栽培等）のみ行う経営体の場合、【７】

には記入がないのに【８】農産物販売金

額には記入されることから、記入漏れの

確認（チェック）のため有無のみを把握

（北海道）

（沖縄）

５ 上記の【７】の１から４以外で、販売目的で栽
培きのこの栽培、馬・羊・やぎ等の飼養、養蚕、
養蜂などの農業経営を行っていますか。該当
するものに○を記入してください。　　　　　　　

587

行 っ て い る

行 っ て い な い 2

1

３　販売目的で栽培したきのこ類
　　過去１年間に販売目的で栽培したきのこ類を○で囲ん
でください。　　　　　　　

(該当するものすべてを○で囲みます)

えのきたけしいたけ しめじ類 まいたけ そ の 他

561 1 1 1 1 1

十 個万 千 百

（７）鶏のふ卵、育すう
 　　鶏のふ卵、育すうについて記入してください。

594ひなの年間出荷羽数
( 初生びなは除きます)

593ふ卵器の最大入卵可能個数

十 羽万 千 百

頭

（４）やぎ

589飼 っ て い る 頭 数

頭

（４）馬

587

588

農 用 馬
( 農用に飼っている馬を記入します)

軽 種 馬
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８ 農産物の販売

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、沖縄）

（変更）

個人情報保護法の施行により、調査客

体のプライバシー意識の高まりから、直

接金額を記入することに対する抵抗感が

あり、グレード別の把握に変更

（北海道）

３ ～ ５億円未満

01

１ 過去１年間の農産物の販売金額（売上高）
の合計（畜産物、まゆ、栽培きのこ、養蜂も
含みます）について、該当するものに○を記
入してください。

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

601

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円未満

５０　　～　 １００万円未満

１００ ～ ２００万円未満

２００ ～ ３００万円未満

３００ ～ ５００万円未満

５００ ～ ７００万円未満

７００ ～ １０００万円未満

１０００ ～ １５００万円未満

１５００ ～ ２０００万円未満

２０００ ～ ３０００万円未満

３０００ ～ ５０００万円未満

５０００万　～　１億円未満

１ ～ ３億円未満

16

17５ 億 円 以 上

十 万円億 千 百

１ 過去１年間の農産物の販売金額（売上高）の合計は
どれくらいですか。　（畜産物、まゆ、栽培きのこも含
みます）

601

販売なし

販売あり

(該当に○印を記入します)

十 万円億 千 百

１ 過去１年間の農産物の販売金額（売上高）の合計は
どれくらいですか。　（畜産物、栽培きのこも含みま
す）

601

販売なし

販売あり

(該当に○印を記入します)



- -49

８ 農産物の販売 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県）

（変更なし）

割
１
位

２
位

３
位

２農産物の部門別販売金額の順位とその割合
過去１年間に農産物の販売のあった場合に記入し
てください。

603 1 2 3

604 1 2

605 1 2

3

3

606 1 2 3

607 1 2

608 1 2

3

3

609 1 2 3

610 1 2

611 1 2

3

3

612 1 2 3

613 1 2

614 1 2

3

3

615 1 2 3

617 1 2

616 1 2

3

3

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑 穀 ・ い も 類 ・ 豆 類

工 芸 農 作 物
(たばこ、茶、さとうきび、こんにゃくいもなど)

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果樹類(露地及び施設栽培)

花き・花木(露地及び施設栽培)

そ の 他 の 作 物
(芝、種苗、牧草、栽培きのこ類など)

酪 農

肉 用 牛
(肉用として飼っている乳用種を含みます)

養 豚

養鶏(ブロイラーを含みます)

その他の畜産(養蜂を含みます)

養 蚕

２ 過去１年間の農産物の部門別販売金額につ
いて、順位を○で囲み、その割合を記入してく
ださい。　

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

割２
位
３
位

603 1 2 3

604

605

606

607

608

609

610

611

612

613

614

615

617

616

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑穀・いも類・豆類

工 芸 農 作 物

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果 樹 類

花 き ・ 花 木

そ の 他 の 作 物

酪 農

肉 用 牛

養 豚

養 鶏

そ の 他 の 畜 産

養 蚕

１
位

注：　経営部門が４部門以上ある場合は、割合の合計
は1０割にはなりません。
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８ 農産物の販売 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（北海道）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一割
１
位

２
位
３
位

２ 農産物の部門別販売金額の順位とその割合
過去１年間に農産物の販売のあった場合に記入し
てください。

603 1 2 3

604 1 2

605 1 2

3

3

606 1 2 3

607 1 2

608 1 2

3

3

609 1 2 3

610 1 2

611 1 2

3

3

612 1 2 3

613 1 2

614 1 2

3

3

615 1 2 3

617 1 2 3

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑 穀 ・ い も 類 ・ 豆 類

工 芸 農 作 物
(なたね、はっか、てんさいなど)

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果樹類(露地及び施設栽培)

花き・花木(露地及び施設栽培)

そ の 他 の 作 物
(芝、種苗、牧草、栽培きのこ類など)

酪 農

肉 用 牛
(肉用として飼っている乳用種を含みます)

養 豚

養鶏(ブロイラーを含みます)

その他の畜産(養蜂を含みます)
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８ 農産物の販売 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

割位

さとうきび及びパインアップルの販売金額順位と総
販売金額に占める割合

618

619

工芸農作物のさとうきびだけ

果樹類のパインアップルだけ

割
１
位

２
位

３
位

２ 農産物の部門別販売金額の順位とその割合
過去１年間に農産物の販売のあった場合に記入し
てください。

603 1 2 3

604 1 2

605 1 2

3

3

606 1 2 3

607 1 2

608 1 2

3

3

609 1 2 3

610 1 2

611 1 2

3

3

612 1 2 3

613 1 2

614 1 2

3

3

615 1 2 3

617 1 2 3

水 稲 ・ 陸 稲

麦 類

雑 穀 ・ い も 類 ・ 豆 類

工 芸 農 作 物
(なたね、はっか、てんさいなど)

露 地 野 菜

施 設 野 菜

果樹類 ( 露地及び施設栽培)

花き・花木( 露地及び施設 栽培)

そ の 他 の 作 物
( 芝、種苗、牧草、栽培きのこ類など)

酪 農

肉 用 牛
(肉用として飼っている乳用種を含みます)

養 豚

養鶏(ブロイラーを含みます)

その他の畜産( 養蜂を含みます)
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８ 農産物の販売 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

食品産業活動実態調査で把握している

ため、調査対象者の記入負担を考慮し削

除

３　過去１年間に販売した農産物の出荷先について、す
べての出荷先とそのうち販売金額が最も多かった出
荷先を記入してください。

(該当する出荷先については、該当するものすべてを○で囲みます)
(売上１位の出荷先は、該当する番号を必ず一つだけ○で囲みます)

620

621

1

卸

売

市

場

１ １ １ １１

そ

の

他

消
費
者
に
直
接
販
売

小

売

業

者

食
品
製

造
業
者
・
外
食
産
業

１

農
協
以
外
の
集
出
荷
団
体

農

協

1 ２ ４ ６ ７５３

該当する出荷先

売上１位の出荷先
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９ 農作業の受託

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

個人情報保護法の施行により、調査客

体のプライバシー意識の高まりから、直

接金額を記入することに対する抵抗感が

あり、グレード別の把握に変更

１ 過去１年間の農作業の受託による料金収
入について、該当するものに○を記入してく
ださい。

１ ～ ３億円未満

３ ～ ５億円未満

723

収 入 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円未満

５０ 　　～　 １００万円未満

１００ ～ ２００万円未満

２００ ～ ３００万円未満

３００ ～ ５００万円未満

５００ ～ ７００万円未満

７００ ～ １０００万円未満

１０００ ～ １５００万円未満

１５００ ～ ２０００万円未満

２０００ ～ ３０００万円未満

３０００ ～ ５０００万円未満

５０００万　～　１億円未満

５ 億 円 以 上

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

16

17

６　　過去１年間の農作業の受託による料金収入を記
入してください。

十 万円億 千 百

764

収入なし

収入あり

(該当に○印を記入します)
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９ 農作業の受託 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、北海道）

（一部削除）

調査対象者の負担軽減を図りつつ、水

稲作の受託作業を総量的に捉えるために

受託面積の把握に重点化

（沖縄）

（変更）

調査業務の効率化と全国共通の調査結

果の表章等の観点から調査票を一本化し

たことにより調査項目を統一

作業面積戸 数

過去1年間によそから受託した農作業について作業
を受託した世帯数と作業面積を記入してください。

711

713

715

717

719

712

714

716

718

720

ha
( 町) (反)

a
(畝)

すべての作業を受託した

戸

作
業
別
に
受
託
し
た

721

723

722

724

１ 水稲作

育 苗

耕起・代かき

田 植

防 除

稲刈り・脱穀

乾燥・調製

２ 過去1年間によそから受託した水稲作作業の受託
面積を記入してください。

上記のすべての作業

作

業

別

に

受

託

育 苗

耕起 ・代 かき

田 植

防 除

稲 刈り・脱 穀

乾 燥 ・調 製

委託有無 (ha)
(町)(反)

a
(畝)

707

701

702

703

704

705

706

受託面積

作業面積戸 数

725

727

729

731

733

726

728

730

732

734

ha
(町) (反)

a
(畝)

すべての作業を受託した

戸

作
業
別
に
受
託
し
た 735 736

１ さとうきび作

耕起・整地

植 付 け

中耕・培土

防 除

収 穫

３ 過去1年間によそから受託したさとうきび作作業の
受託面積を記入してください。

植 付 け

中 耕 ・培 土

防 除

収 穫

耕 起 ・整 地

上記のすべての作業

作

業

別

に

受

託

(ha)
(町)(反)

a
(畝)

713

708

709

710

711

712

受託面積
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９ 農作業の受託 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（都府県、北海道）

（一部削除）

調査対象者の負担軽減及び施策での利

用がないことから、作物別の受託の有無

の把握に変更

（沖縄）

714 1麦 作

大 豆 作

野 菜 作

果 樹 作

飼 料 用 作 物 作

工芸農作物作(さとうきび作を除く)

そ の 他 の 作 物 作

715

716

718

717

1

1

1

1

719 1

４ 過去1年間によそから受託したその他の農作業に
ついて、受託したものすべてに○を記入してください。

受託有無

酪 農 ヘ ル パ ー

畜 産 721

720

722

1

1

1

作業面積戸 数 ha
( 町) (反 )

a
( 畝 )戸

739

741

743

745

747

740

742

744

746

748

749

753

750

754

755

756

２ その他

麦 作

大 豆 作

野 菜 作

果 樹 作

飼 料用 作物

工 芸農 作物

その他の作物

うち酪農ヘルパー

畜 産

作業面積戸 数 ha
(町 ) ( 反)

a
(畝)戸

739

741

743

745

747

740

742

744

746

748

751

753

752

754

755

756

２ その他

麦 作

大 豆 作

野 菜 作

果 樹 作

飼料用 作物

工 芸 農 作 物
(さとうきびを除く)

その他の作物

うち酪農ヘルパー

畜 産

737 738水 稲 作
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９ 農作業の受託 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

（都府県、北海道）

（削除）

農作業の委託は受託側で把握するため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

５　農作業の受託を行っている地域的範囲について記
入  してください。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

762主 な 範 囲

763最遠方範囲

旧
市
区
町
村
内

市
区

町
村
内

都
府
県
内(

支
庁
内)

都
府
県
外(

支
庁
外)

2 3 4 5

2 3 4 5

農
業
集
落
内

1

1

【８】農作業の委託
過去１年間によそに委託した水稲作作業について
記入してください。

701

(該当するものすべてを○で囲みます)
作 業 別 に 委 託す

べ
て
の
作
業
を
委
託

乾
燥
・
調
製

稲
刈
り
・
脱
穀

防

除

田

植

耕
起
・
代
か
き

育

苗

1 1 1 1 11 1
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９ 農作業の受託 ( つづき )

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（沖縄）

（削除）

農作業の委託は受託側で把握するため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

702

(該当するものすべてを○で囲みます)

作 業 別 に 委 託す
べ
て
の
作
業
を
委
託

収

穫

防

除

中
耕
・
培
土

植

付

け

耕
起
・
整
地

1 1 1 11 1

【８】農作業の委託
過去１年間によそに委託したさとうきび作作業につ
いて記入してください。
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10 都道 府県設定項 目

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

805

804

802

801

803

該当する項目を記入してください。 801

802

803

804

805
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11 林業 労働力

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

（追加）

上記１から雇用者を分離して世帯員の

労働力を把握

なお、林業の担い手の育成・確保に資

する観点から、常雇及び臨時雇に分けて

把握

１ 世帯員又は経営の責任者・役員・山林の共同保有
者のうち過去１年間に林業経営に従事した人につい
て、従事日数別に実人数を記入してください。

926

923

計

１００～ １４９日

１５０～ １９９日

１～ ２９日

３０～ ５９日

６０～ ９９日

２００～ ２４９日

２５０日 以 上

924

925

928927

930929

932931

934933

936935

女 人男 人

２　過去１年間の林業受託作業のうち素材生産（立木買
いによる素材生産を含む）に従事した日数の合計を
記入してください。

日

929

１ 過去１年間に林業経営の仕事に従事したすべての
人について記入してください。

男 人 女 人

925

926

922

923

924

927

928

計

１００～１４９日

１５０～１９９日

１～ ２９日

３０～ ５９日

６０～ ９９日

２００～２４９日

２５０日以上

(一世帯一経営の場合の世帯員の労働は記入する必
要はありません)

２ 過去1年間に林業経営のために常雇いした人（あ
らかじめ年間７か月以上の契約で雇った人）につい
て、実人数と従事した日数の合計を記入してくださ
い。

男

女

944943

実人数 人 日従事日数の合計

946945
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（つづき）11 林業 労働力

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（追加）

前述１から雇用者を分離して世帯員の

労働力を把握するため把握

なお、林業の担い手の育成・確保に資

する観点から、常雇及び臨時雇に分けて

把握

（追加）

これまで農山村地域調査で把握してい

たが、調査手法の変更により把握が困難

となったため、経営体調査で把握

３過去1年間に日雇・季節雇などで、林業経営のため
に臨時雇いした人(手伝い等を含みます）について、実
人数と従事した日数の合計を記入してください。

男

女

954953

実人数 人 日従事日数の合計

956955

４ 過去１年間に常雇い又は臨時雇いした人のうち150
日以上林業労働に従事した人について、実人数を記
入してください。

従事者の合計 957

実人数 人
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12 林業作 業

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（一部変更）

今後、伐期となる人工林の増加が見込

まれ、間伐の重要性は一層増大している

ため、間伐を切捨間伐及び利用間伐に分

けて把握

（２）保有山林における過去１年間の実作業面積につい
て記入してください。

４保有山林における林業作業について記入してください。

保有山林の実作業面積
ha
( 町) (反)

a
(畝)

916

915

913

914

（１）保有山林における過去５年間の林業作業の有無に
ついて記入してください。

(該当するものすべてを○で囲みます)

主 伐

間 伐

植 林

下刈りなど

912 1 11 1

主

伐

間

伐

な
ど

下
刈
り

植

林

916

２　【５】の４の保有山林における過去１年間の実作
業面積について記入してください。

917

918

919

920

植 林

下 刈 り な ど

切 捨 間 伐

主 伐

利 用 間 伐

間
伐

(ha)
(町)

a
(畝)(反)

1

911植 林

下 刈 り な ど

切 捨 間 伐

1

1

主 伐

912

913

915 1

利 用 間 伐 1914

間
伐

１　【５】の４の保有山林における過去５年間の林業作
業について、該当するものすべてに○を記入してく
ださい。



- -62

13 素材生 産

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

m 3

２ 受託もしくは立木買いによる素材生産量を記入し
てください。（主伐（請負）及び立木買いによるもの、　
間伐のうち利用したものを合計してください）

932

933うち、立木買いによるもの

素 材 生 産 量

過去１年間の素材生産量を記入してください。

m 3

931素 材 生 産 量

１ 保有山林において、自ら伐採した素材生産量を記
入してください。

m 3

２ 受託もしくは立木買いによる過去1年間の素材
生産量を記入してください。（間伐のうち素材とし
て利用したものを含みます）

973うち、立木買いによる

971素 材 生 産 量

１　【５】の４保有山林において、自ら伐採した過去
１年間の素材生産量を記入してください。

m 3

972素 材 生 産 量
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14 林産物 の販売

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

個人情報保護法の施行により、調査客

体のプライバシー意識の高まりから、直

接金額を記入することに対する抵抗感が

あり、グレード別の把握に変更

１ 過去１年間の林産物の販売金額（売上高）の合計
について、該当するものに○を記入してください。

１ ～ ３億円未満

３ ～ ５億円未満

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

965

販 売 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円未満

５０　　～　１００万円未満

１００ ～ ２００万円未満

２００ ～ ３００万円未満

３００ ～ ５００万円未満

５００ ～ ７００万円未満

７００ ～ １０００万円未満

１０００ ～ １５００万円未満

１５００ ～ ２０００万円未満

２０００ ～ ３０００万円未満

３０００ ～ ５０００万円未満

５０００万　～　１億円未満

５ 億 円 以 上 17

16

２　過去１年間の林産物の販売金額（売上高）の合計は
どれくらいですか。

十 万円億 千 百

942

販売なし

販売あり

(該当に○印を記入します)
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14 林産物 の販売（つづき ）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更なし）

用 材

素
材
で

立
木
で

特
用
林
産
物

ほ
だ
木
用
原
木

(該当するものすべてを○で囲みます)

1 1 1 1941

１ 過去１年間の林産物の販売について該当するもの
を選んでください。

963

用

材

961立 木 で

素 材 で

ほ だ木 用 原 木

1

1

1

1特 用 林 産 物

962

964

２ 過去１年間の林産物の販売について、該当する
ものすべてに○を記入してください。

注：　「特用林産物」とは、薪、炭のほか山林
から採取した山菜、たけのこなどをいいま
すが、栽培きのこ類、林業用苗木は含め
ません。
また、よそから立木を購入して素材生産
して販売したものも除きます。
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15 林業 作業の受託

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

個人情報保護法の施行により、調査客

体のプライバシー意識の高まりから、直

接金額を記入することに対する抵抗感が

あり、グレード別の把握に変更

３　林業作業の受託料金収入等について記入してくださ
い。

（１）過去１年間の林業作業の受託（立木買いによる
素材生産を含む）による料金収入を記入してくだ
さい。（立木買いによる素材生産の受託料金収
入は、素材売却額と立木購入額との差額としま
す）

十 万円億 千 百

973

収入なし

収入あり

(該当に○印を記入します)

１ 過去１年間の林業作業の受託（立木買いによる
素材生産を含む）による料金収入について、該当
するものに○を記入してください。

注：　立木買いによる素材生産の受託料金収入は、
素材売却額と立木購入額との差額とします。

１ ～ ３億円未満

３ ～ ５億円未満

01

11

10

09

08

07

06

05

04

03

02

15

14

13

12

987

収 入 な し

１ ５ 万 円 未 満

１５ ～ ５０万円 未満

５０　　～　 １００万円未満

１００ ～ ２００万円未満

２００ ～ ３００万円未満

３００ ～ ５００万円未満

５００ ～ ７００万円未満

７００ ～ １０００万円 未満

１０００ ～ １５００万 円未満

１５００ ～ ２０００万 円未満

２０００ ～ ３０００万 円未満

３０００ ～ ５０００万 円未満

５０００万　～　１億円未満

５ 億 円 以 上 17

16
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15 林業 作業の受託 （つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（変更）

作業受託面積については、継続して把

握するが、記入負担を考慮して、再委託

に出した部分を除いた面積を記入する項

目に簡素化

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

１ 山林作業の受託面積及び受託先別の割合を記入してください。

ha
(町) (反)

a
(畝)

作 業 受 託 等 面 積

割

うち
再委託に
出した割合

961

963

965

967

969

植 林

下 刈 り など

間 伐

受 託

立木買い
主
伐

981

a
(畝)

(ha)
(町)(反)

２ 過去１年間の林業作業の受託面積（再委託に
出したものを除きます）を記入してください。

982

983

984

985

986

植 林

下 刈 り な ど

切 捨 間 伐

受 託

立 木 買 い

主
伐

利 用 間 伐

間
伐

962

964

966

968

970

山 林 保 有 者 か ら
山林保有
者以 外
か ら

割

国・地方
公共団体等

うち不在村
割

個 人

割
うち不在村

割

そ の 他

割

受 託 先 別 の 割 合

割
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15 林業 作業の受託 （つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

２　林業作業の受託（立木買いによる素材生産を含む）
を行っている地域的範囲について記入してください。

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

971主 な 範 囲

972最遠方範囲

旧
市
区
町
村
内

市

区

町
村

内

都
府
県
内(

支
庁
内)

都
府
県
外(

支
庁
外)

2 3 4 5

2 3 4 5

農
業

集
落
内

1

1

974

割 割 割

(

立
木
買
い)

素
材

生

産

の　

受　

託

造
林
・
保
育

の　

受　

託

素
材

生

産

（２）受託料金収入のうち、次の受託作業について収
入割合を記入してください。
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15 林業 作業の受託 （つづき）

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

（削除）

林業作業の委託については受託側で把

握しているため、調査対象者の記入負担

を考慮し削除

976

975

４　林業作業を受託（立木買いによる素材生産を含む）
している場合のみ、過去１年間の事業収入１位と２位
のものについて記入してください。

２ 位のも の

１ 位のも の

林

業

製

造

業

製

材

業

・
木

製

品

木
材
・
竹
材
卸
売
業

農

業

造

園
工
事
業

土
木
工
事
業

そ
の
他

の
事
業

7

7

1 2 3 4 5 6

1 2 3 4 5 6

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

な

ど

下
刈
り

植
林

主
伐

間
伐

過去１年間によそに委託した保有山林の林業作業
について作業ごとに割合を記入してください。

【15】林業作業の委託

951

割 割 割 割
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16 その他

201 0年世界農林業セ ンサス 案 2005年 農林業センサス 変 更 内 容( )

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

（削除）

施策の企画立案に直接利用がないため

調査対象者の記入負担を考慮し削除

１　山林を保有している場合のみ、過去１年間の収入が
最も多い事業について記入してください。

981

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

【17】その他の林業に関する項目

表紙の設問で「会社」と答えた方のみ記入してください。

林 業 建 設 業

1 2

木材・木製
品製造業
(家具を除く)

パルプ・
紙・紙加工
品製造業

3 4

その他の
事 業

5

(該当する番号を必ず一つ○で囲みます)

982

雇 わ れ 自 営 業 そ

の

他

き
ま
っ
た
勤
め
先

出

稼

ぎ

日
雇
・
臨
時
雇

林

業

林

業

以
外

5 63 41 2

２　山林を保有している場合のみ、あなたの世帯で過去１
年間の収入が最も多いものについて記入してください。

表紙の設問で「家族による経営である」と答えた方のみ記入してください。




